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令和４年第６回熊野町議会全員協議会

会議録

１．招集年月日 令和４年６月３０日

２．招集の場所 第１委員会室

３．開会年月日 令和４年６月３０日

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

４．出席議員（１６名）

１番 水 原 耕 一 ２番 福垣内 邦 治

３番 光 本 一 也 ４番 中 島 数 宜

５番 尺 田 耕 平 ６番 竹 爪 憲 吾

７番 諏訪本 光 ８番 沖 田 ゆかり

１１番 民 法 正 則 １２番 荒 瀧 穂 積

１３番 山 吹 富 邦 １４番 山 野 千佳子

１５番 中 原 裕 侑 １６番 大瀬戸 宏 樹

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

５．欠席議員（２名）

９番 片 川 学 １０番 時 光 良 造

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

６．説明のため出席した者の職氏名

なし

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

７．本会議に職務のため出席した者の職氏名

議 会 事 務 局 長 榎 並 正 和

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

８．案件

【議会】

（１）常任委員会の再編について（協議）

（２）その他

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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９．議事の内容

（開会 ９時２７分）

○議会事務局長（榎並） おはようございます。

本日は、時光議員さんと、それから片川議員さんのほうが欠席の御連絡がございまし

たので、御報告いたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） ちょっと早いですけれど、始めます。

おはようございます。

議員の皆様方、本日はお忙しい中を全員協議会にお集まりいただきましてありがとう

ございます。皆様から様々な御意見をいただきながら本日の全員協議会を円滑に進めて

いきたいと考えておりますので、どうぞよろしくお願いします。

それでは、これより協議案件、常任委員会の再編について協議をします。

前回の全協において、常任委員会の再編について次回の全協から検討するということ

で、近隣の町の常任委員会の定数や、全国市町村議会の当町の人口規模で議員定数が１

４人の町村議会の常任委員会の構成状況などについて整理させました。

まず、事前に用意させました資料について、その概要の説明を受けたいと思いますが、

資料はありますか、皆さん。

それでは、事務局長にお願いします。榎並事務局長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議会事務局長（榎並） 失礼いたします。

お手元のほうに資料があると思いますが、まず一番最初に、一番上にあるのが広島県

のまちの中での今の現状でございます。議員の定数並びに委員会の数というふうな形で、

今現状こういった形で広島県内ではこういう状況になっていることを一応お知らせした

いと思います。

それから、その後ろにありますのは、全国の町村議会のほうで同じ規模の人口で、あ

と議員定数が１４の町村についてまとめたものでございますので、参考に見ていただけ

ればと思っております。

元に戻っていただきまして、一番上のところで、海田町のところ、２番目のところな

んですけども、常任委員会の活動のところの設置総数が４と書いてあるんですけども、

これは何か間違いで、今２だということなので、２に訂正をお願いします。以前、もと
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もと４あったらしいんですけども、現状は２になっておるということで確認をしており

ます。

委員会の内容の中にいろいろと、どれがどこに入るのか分からない部分もあるので、

ちょっと簡単なんですけども、色分けで、こういう形になるのかなという形で４つの種

類で色を分けさせていただいて、どこの部署に入るのかというふうな形での委員会のお

示しをさせていただいたような状況でございます。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 今説明が終わりました。

この常任委員会をどうするかという話に関しては、おおむね１２月ぐらいの議会で条

例化すればいいのかなと思っておりますので、時間が少しありますから、ゆっくり審議

していけるんじゃないかと思っています。

まず、今作ってもらったこの資料なんですけれども、それぞれのまちのそれぞれのや

り方があって、たまたま広島県の場合は定数１４というとこがないんですけど、近いの

は海田の１６なんですけど、海田は今２つでやってる。府中は１８人で３つでやってる

というような現状だそうです。２つ以上の委員会にダブって、重複してやっているとこ

ろは県内ではないようです。県外で言いますと、３つあるところが、ここの次のページ

ですけど、例えば千葉県栄町というのは８人ずつ、これは重複してやってるところです

ね。それから、その上の群馬県吉岡町、これもそうですね。そういったところもありま

す。

まず、皆さんの、これを持ち帰っていただいて、皆さんなりの思いもあるでしょうか

ら、これからこのほうがいいんじゃないかとか、こうしたほうがいいとかいうことをそ

れぞれ検討していただきたいんですけど。今日の場合はざっくり、今の段階で皆さんの

御意見を聞いてみたいなと思いますので、よろしくお願いしたいんですが。御意見ござ

いませんか。例えば希望とか、あるいはこのほうがいいとか。特にあればそういったと

ころから掘り下げていけたらと思うんですけど。特にないですか。

尺田議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○５番（尺田） 誰もしゃべらんけえ。

最初決めるところは、現状の３委員会でいくんか、２委員会でやるんかというところ
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を最初に決めるべきだと思うんですけども、２委員会にするんだったら、個人的に考え

たらちょっと調査研究する分野が広くなり過ぎるのかなという、十分な審議がそれでで

きるのかなという思いがあるんですよね。希望としたら、現状どおり３委員会のままで

やりたいんだけど、人が減る分、どうだろう。常任委員会についてはダブって入れるよ

うな格好でやりつつ、事務分担についちゃあ偏りが現状あると思うんで、範囲としては。

３委員会のまましつつ事務分担ですよね、調査する事務分担のほうを再編すればいいの

かなというふうに思います。

海田についちゃ、２委員会ということなんですけど、あそこは２委員会にしとる代わ

りにたしか特別委員会がすごい多いんですよね。だから、海田のようなああいう特別委

員会が活発なところについては２委員会のほうがいいのかなというふうには思うんで、

個人的には現状３委員会にしつつ、内容をもう一回再編すればいいのかなというふうに

思います。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） ありがとうございます。

今、御意見ありました３委員会で重複してやるということですよね。４人、５人とい

うことじゃなくてでしょう。重複してやるということですね。そういう意見がございま

したが、ほかにございませんか。

竹爪議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○６番（竹爪） 僕の今の考え方だったら２委員会でもよろしいかなと思ったりする部分

と、皆さんと協議の上ですけど、議会広報特別委員会ですよね。あれもこの中にはある

とこはあるんですけど、普通の委員会に広報を入れて３つにするという案もあってもい

いのかなという部分があると思うんですけど。そういうことはまた皆さんとの協議の中

で決めるべきだろうと思うんですけど。

会議の中の人数というのは、１４名になればあまり少ないんでは会議にならないんで、

やっぱり最低限、中には議長が入る、入らんもありますけど、７人程度の委員を僕は確

保すべきではなかろうかなという思いはあります。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） ありがとうございます。
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今、意見としては広報委員会を常任委員会として捉えるということでしょうかね。３

つでいって、そういう意味で重複するということになると思うんですけど、そういう意

見もございます。

沖田議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○８番（沖田） 私も２つの委員会でやっていくべきと考えます。というのが、今こちら

に出ている広島県の委員会の例なんですけども、これ現状はあまり把握してないという

か。例えば、国では縦割りを打破するためにこども家庭庁が創設されます。今、私自身

が文教委員会にいて長年感じてきたことなんですが、子供に関することというのは、重

層的支援体制にも含まれますが、親が障害であったり、おばあちゃん、おじいちゃんを

介護しているヤングケアラーであったり、そういった問題を含んできますので、文教と

厚生というのがやはり一緒になるのが国に沿った形としていいのかなというふうに思い

ます。

また、今本当に日本中、防災ということが中心に考えられていますけども、総務にあ

る防災と建設というのは本当に密接な関係にあるところですので、総務・建設・産業と

いうことで１つの委員会として、文教・厚生が１つの委員会として、先ほど竹爪議員も

言われたように７人はいないと、５人、４人ということになりますと、以前視察に訪れ

たときに大変先方さんに申し訳ないような人数だったんですが、１人休めば５人だと４

人になるんですけど、委員会をするに当たっても、委員長、副委員長が退いたら委員が

２人みたいなことになるんですよね。ですから、十分な議論もできませんし、最低７人

は要るのではないのかなと思いますので、そのほうがいいのではないかと思います。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 諏訪本議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○７番（諏訪本） さかのぼった話をするようになるんですが、要するに１６から１４に

するときに、私は１６というか、１４には賛成しなかったんですけども、その１４にす

るときに、あのときも言ったんですが、ある程度１４にする根拠ですよね。こういった

ものがあった上で１４という提案がされとんだと思いますけども、その１４の案を考え

られた方は、ある程度この委員会についてもどういう方向にするかということについて、
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ある程度考え方、案を持った上での提案であったのではないかというように私は思って

おります。だから、そのときのある程度１４の方々の御意見というか、ここを聞くのが

一番最初じゃないかなというように私は思います。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 分かりました。

どうしましょう。じゃあ、特に定数削減のときに、この委員会の在り方を突き詰めて

やったかどうかというところはちょっと曖昧なところはあるかもしれませんが、それに

ついて御意見ありませんか。

光本議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○３番（光本） 立ったほうがいい。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） いいです、座ってください。コロナの間は。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○３番（光本） 私は賛成を、２減に賛成をしましたけども、実のところを言うと、１４

よりもっと下げてもええと思いはありました。ということで、委員会も含めて、要は柔

軟にどういう体制でもできると。それで、町のほうも機構改革をその都度、その都度、

今までも行ってきたし、昨年度も機構改革をする中で、それぞれ事務分掌を変えてきて

るというんで、それは委員会の構成においても時代に合うたように柔軟につくって、つ

くりかえていけばいいというように考えてます。

話をあまり元へ戻すんじゃなくて、これからのことをやっぱり考えていかんと、あの

ときどうじゃった、こうじゃったというてまた言い出しても前に進まんので、これから

どうするんかというところをきちんと皆さんで議論をすべきだと思います。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） ありがとうございます。

というような意見ですが、ほかにございませんか。

沖田議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○８番（沖田） 私は諏訪本議員のおっしゃるとおりだと思います。削減にありきで進め

ていらっしゃったのであるのか、それとも２を減った場合、１４になった場合の委員会
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はこのようにやっていくのだといったものがあったのかどうかということは非常に大事

なことだと思います。それが委員会のことまで考えてなくてただ２を減らしたというの

であれば、それはどのように町民に説明をするのかなというふうに思いますので、議長

から、ぜひ定数２削減に関して賛成された方に委員会についてどのように考えているの

かというのは聞いていただきたいと思います。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 御意見ありませんか、じゃあほかに。

民法議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１１番（民法） 今沖田議員が言われたんですが、私は、定数削減については議員なり

たてから賛成というか、ずっと動いてまいりました。それはなぜかというと、やはり住

民の声が、定数が多過ぎるというような声。それと、議会改革で定数、報酬、下げよう

じゃないかというような声が大きくなりまして、ずっと動いてきたわけでございます。

１４にした場合に、委員会をどういうふうにするかというのは、そのときになってみ

てまた皆さんで考えればいいことと思って、委員会のことは考えてませんでした。それ

で、住民には説明というか、定数が減ってよかったねというような声はよく聞きます。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） ありがとうございます。

ほかにございませんか。意見は。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１５番（中原） 終わりじゃろ。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） もうちょっと待ってください。

今、いろいろ意見が出ましたが、どっちにしても今現状３つの委員会を１４人でその

まま引き継ぐというと、先ほど意見がありました４人とか５人とかというレベルになり

ますので。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１５番（中原） 条例をつくるいうて、１２月に条例案をつくる言われるんじゃが、ど

うじゃろうか、新しく来年の４月に選挙があるんよね。その後でもええんじゃないか思
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う。新しくなった人でみんなで話合いをする。そうせんと、今回の定数削減のような問

題になってくるんじゃないか思うんですがね。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） そうすると、空白時間。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１５番（中原） ・・・１か月ある。１か月ありゃ話合いができるわけでしょう。新し

くなられて、議長を決める、副議長を決める、そのときに委員会構成も決めりゃええん

じゃない。そのときに条例をつくって、そうしてもええんじゃないか思うけどね。わし

はそれが当たり前じゃ思うよ。そうせんと、今まで話合いしてきたことが全部今まで覆

されたわけじゃけえ、定数削減のときに。じゃけ、それはまたこの前話合いしたのにと

いうような形になりゃせんかなと思うんよね。じゃけ、来年の４月の選挙が済んで、新

しく議員になられて、それで話合いをされてやったらどうかのと思うんですがね。

いや、今みんなの意見を聞いとくべきですよ。聞いとくべきじゃが、新しくなられた

議員で新しい体制をつくられたほうがええんじゃないかと思います。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 問題はないかな。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議会事務局長（榎並） 変えない限りは３委員会はそのままですね。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） ただ、条例の中に何委員会は何人というふうまで書いてあるんで。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１５番（中原） そのときつくり変えりゃええが。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） だから、それがいつまで有効なんかな。任期満了まで有効なのか、ず

っとか、関係ないんか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議会事務局長（榎並） 条例の中で委員会はこういう委員会ですよ、定数幾らですよと

いうような形、定まっとる内容なんで。現状で。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○３番（光本） 臨時会で決めよったじゃないですか、委員会所属を。臨時会で決めよっ
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た、要はタイム的に、スケジュール的にそれが可能なんならあれじゃけどね。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１３番（山吹） 順序としてね。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１２番（荒瀧） 今回４人がひっくり返ったんじゃけえ、意見がひっくり返った。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○３番（光本） 要は手続的なことになるけえ、それが可能であればそれでもええかなと

思います。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 今の御意見ですけど、来年の、ですから改選後に新しく委員会条例を

つくるという御意見でしたが、これにつきましてどうでしょうか。今ありましたが。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１４番（山野） 今もし新しい議員が、例えば今みたいに４人いらっしゃって、その方

が１か月の間で、今の委員会の内容が全部把握できるかどうか。そこでそういうのを決

められるのかどうか。そういうのはちょっと難しいんじゃ、予算から何から全部分かっ

て分割するということに、そういう作業が、当選した、議長を決めた、常任委員会も決

めるというところで、考えられるかどうか。物理的な考え方はどうですかね。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１５番（中原） 定数削減も一緒じゃないん。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１４番（山野） 定数削減は関係ないですよ。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１５番（中原） 関係あるよ、一番大事なことじゃ。定数削減が一番大事なことよ。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１４番（山野） もちろん定数削減、さっき言われたように定数削減のところでは、私

はもう委員会のことも考えておりますよ。１４人になれば、もう５、４じゃちょっと無

理じゃろうと。２つに分ける。昔のやり方、昔の予算からいくと、民生がかなり膨らん

できてるから、民生総務の中で１つにやってしまうと、文教なんかもうほとんど、建設

も予算がなくなってきてるから、その辺でやっぱりもう一回再生をしないといけないだ

ろうとは思ってますからね。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 中原議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１５番（中原） だから、新しい議員になったときに、なったときに、今まであった意

見をまとめとって、新しい議員さんに、こうなりましたからどうですかいうて投げかけ

たら、新しい議員さんもああいいですよということになるかも分からんじゃないですか。

それでいいんじゃないですか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 山野議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１４番（山野） だから、新しい議員さんが１か月ぐらいで、それが答えが出るかどう

か。どうですか。そりゃ光本さんは分かるからいいけど、そういうことに知識があって

決められるかどうか。どうですか、水原さん。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 水原議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１番（水原） 僕としたら、委員会構成ということ自体も、どことどこが委員会で組ん

でるかというのもはっきり言って知りませんでしたし、内容も、今は産業建設の委員会

でやってることでしかまだ分かってないんで、総務厚生がどういう、午前やって午後や

ってとやるんで、かなりの量があるんだなというのは分かりますが、内容としてはどう

いうふうなことで、まだそこまで僕もまだ把握はしてないです。

僕はこの意見といたしましては、２つの委員がいいのかなと思っております。完全に

坂町が文教と産業建設が入ってるというのが単純に考えたらいいのかなと思ったんです

が、今沖田議員が言われたように、厚生と文教、総務と産業という区割り、これはすご

いいい案じゃなと今思いました。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） ほかにございませんか。

福垣内議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○２番（福垣内） 私も中原議員のさっきの、基本的には次の方が決めるというのが筋だ

ろうと思います。といいますのが、今期が終わる最後に決めておいてしまったら、次に

意見をお持ちになって入られた方は、実は先月決めたばかりだという理由で、意見表明

ですとか、考えを反映させる機会が奪われるだろうと思います。確かに、入った段階で

委員会構成の守備範囲といいましょうか、全て分かっているわけではないんですけれど

も、この時期から委員会構成を協議していって、２案ですとか３案ですとかにまとめて

いって、そして新しい議員さんが選ばれちゃった段階で説明の機会を設けると。今回の

会議等々に出られている方はその内容を知ってるわけですが、仮に新しい方が入られた

ときにはその会議にいなかったわけで、それはこういう会議が前期、令和４年に行われ

ましたと、こうこうこういうことですので、委員会の構成をどうするかというのが、当

初で申し訳ないがあるよという言い方、説明をすべきだと思います。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 中島議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○４番（中島） 私も新任の３名の方と基本的には一緒なんですけど、２つの委員会がい

いのかなと思ってますが。当初、どなた方もあったと思いますけど、そこまで考えて２

名減というふうなことは考えておりません。それは初めてこういうとこを経験するわけ

で、そこまで余裕がないというのが現状だったんですけど、そのようなことを今度の４

月に、我々の立場と同じような方がまた入ってこられるかも分かりませんけれど、そこ

を想定してみるに、やっぱり１２月を目途にある程度の編成案をつくりつつ、来春に向

けての準備をしたほうがいいのかなという感じがいたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） ありがとうございます。

ほかにはございませんか。

いろんな意見が出ました。それで決める時期の話も出ました。これについてはやっぱ

り皆さんいろいろ御意見があるようなので、またそれぞれもんでもらって、時期も含め

て、また来月まで皆さんそれぞれ検討しておいていただきたいなと思いますので、今日

のところはこういう現状があるよということと、それから皆さんこういう考え方を持っ

ておられますよということを加味していただければと思いますので、よろしくお願いい

たします。
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それでは、この常任委員会、まだ余裕がありますので、特に来年度に変えるとなると

まだ十分ありますから、慌てて考えることはないので、ゆっくりとやっていきたいと思

いますので、よろしくお願いいたします。

荒瀧議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１２番（荒瀧） 今まとめられたんかも分かりませんが、実に中途半端なんですよ。や

っぱり真剣に常任委員会って何をするとこなのかとか、今の人数の件でも住民は喜んで

るという。どういう喜び方をされとるんか。もっと詳しく発言をいただきたいし、光本

議員のもっと減らしたかったと、その根拠もお聞きしたいし、議員の役目って何なのか

という。だから、そこらももっともっと深めていただきたいと思います。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 今の御意見に何かありますか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１２番（荒瀧） 今日せえ言うんじゃない。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） そうですね、それぞれの方の考え方はあると思いますし、今日の意見

でまた、そういやそうじゃのというような気づきもあるでしょうから、またじっくり考

えていただければいいのかなと。

山吹議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１３番（山吹） 私の思いを話しときたいですが、これはやっぱり中原さんが言われた

とおりだと思うんですが、先輩議員の立場として、皆さん、先輩議員として考えて、２

つの委員会、３つの委員会を選択肢を設けるように、その中身を先輩議員さんらが２委

員になったらこのような体制です。３つの委員会になるとこのような方式でやらせても

らいますというものを立てられんと、新しくなられた人も理解もしにくいですし、選択

もしにくいと思うんで。私は２つでいいと思うんですよ。それで話を聞いていれば、中

原さんの言われるとおり、新しい議員さんで考えてもらえばいいんですが、新しい議員

さんが分からんだろうと思うんで、２委員会、３委員会の組織なり、また仕事なりを、

ここでこれから考えてあげたら選びよいんじゃないかなというふうに思います。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○議長（大瀬戸） 分かりました。そうですね。来春の改選後に１回でばさっと決めると

いうのはなかなか乱暴なのかもしれませんので、今言われたように、ある程度の案を何

案かをここでつくった段階で、決定を改選後にするという手はあると思いますね。

荒瀧議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１２番（荒瀧） 水原さんの意見の中で、建設産業は少しは分かってらっしゃるという

ことではあるんですが、ほかのほうも分からないとなれば、全部に所属するという方法

もあるんですよ。全員がそれぞれの、当面はね。だから、そういう意味で、やはりまだ

風通しが悪いんです。やっぱり委員会の。建設だけであればほかのことが分かりにくい

というのはちょっとまずいことですよね。やっぱりダイナミックな発想の仕方をしたほ

うがいいだろうと思いますね。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 人数の少ないまちの場合は、もう委員会じゃなくて全員協議会で全部

やってるというところもあるようです。それか、重複で２つというところもここにある

ようにありますし、神石高原のように、２つの常任委員会はそれぞれでやって、そこか

らうちと一緒ですけど、選抜されたものがもう一つ、議会広報常任委員会というふうな

分け方をしているところ。それぞれやっぱり事情があってそうされてるんだと思うんで、

そういったところを勉強していってベターな結果になればいいのかなというふうには思

っています。どうでしょうか。何かあればあれですが。

ないようでしたら、今回に関しましてはこのあたりにして、また来月も少し触れたい

と思います。

それでは、常任委員会の再編についてはこのあたりといたします。

続いて、その他ですが、何かありますか。

ないようでしたら、全員協議会はこれで終了とさせていただきます。

（閉会 ９時５８分）
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上記の記録の内容が正確であることを証するため署名する。

熊野町議会議長

熊野町議会副議長


